
した。いい歯科医院であれば、患者さんは場所にこだわ

らず、通院してくれるというのです。うちのような地域は、

広い駐車場が必須です。私には、立地より150坪の土地

の確保が重要でした」（井上理事長）

　２階を自宅に、１階を歯科医院にしての開業は、すぐに

３台目のユニットを入れることになった。その後も患者の

増加に合わせ、自宅を移転し、２階も診療室に変えるな

どして、ユニットを増やしていった。そして、９台になったと

きに限界を迎えた。

「患者さんがピークの時間帯には、レントゲン室のなか

で型取りしたり、待合室で歯磨き指導をしたり、本当に

大変でした。駐車場も足りず、近所のお宅の庭先を借

りたりしたんです。そこで、2020年に今の場所に移転

し、建物も一新することにしました。以前のクリニック

から車で数分の場所です」（井上理事長）

　現在の歯科診療所ひまわりは、600坪の敷地に２階

建てが建つ。１階は診療室で、ユニットは15台。個室が２

つあり、他のユニットはパーテーションで仕切られている。

２階はミーティングルーム兼キッチンやリラクゼーショ

ン機能を完備したスタッフルームだ。

「歯科診療所ひまわり」は、三岐鉄道三岐線の大矢知駅

から徒歩15分の場所にある。公共交通機関より車での

移動が中心の地域のため、歯科診療所ひまわりも60台

を停められる駐車場を持つ。

　2005年の開業時は、井上博理事長と歯科衛生士２

名、受付１名という体制。ユニット２台でのスタートだった。

　井上理事長は、開業のきっかけをこう話す。

「実家が歯科医院というわけでもなく、高校の先生に勧

められて歯科医師になりました。６年ほど勤務医をしてい

た頃、周囲の勧めもあり、『今が開業のタイミングかな』

と思ったのです」（井上理事長）

　新規開業の場合、駅や商店街の近くなど、患者が集

まりやすい場所を探すことが多い。しかし、井上理事長は

立地にはこだわらず、準備資金で可能な場所に決めた。

「開業セミナーに参加したとき、講師の税理士さんが『土

地はどこでもいい』と話していたことが印象に残っていま

　歯科診療所ひまわりには、井上理事長と共にもう1人、

医院を支える人物がいる。歯科衛生士の藤井真紀さんだ。

　藤井さんが勤め始めたのは、今から15年ほど前。

徐々に患者が増え始めた頃だった。

「藤井さんとは、お子さんが私の子どもと同級生という縁

で知り合いました。その頃は、求人をかけても歯科衛生士

の応募が少なく、中途採用もうまく定着しなかったり、な

かなかスタッフが固定しない時期でした。それで、キャリ

アのある藤井さんを何度も説得し、来てもらったのです」

（井上理事長）

　複数の歯科医院で働いた経験のある藤井さんだったが、

歯科診療所ひまわりでは驚くことがあった。井上理事長か

ら「歯科衛生士として仕事をして欲しい」と言われたのだ。

「それまで先生の指示通りに動けばいいと考えていたの

で、自立した歯科衛生士として動くことの大切さに気づ

かされました。知識や技術が生かせると思いましたし、予

防を重視する理事長の姿勢にも共感しました。勉強がま

だまだ足りませんでしたから、他のスタッフたちと一緒に

猛勉強しました。ここで働いていなかったら、成長の機会

は得られなかったと思います」（藤井さん）

　スタッフが増えるにつれて、藤井さんはマンパワーを

まとめるリーダー役を担うようになっていった。

　感染対策と動線を考慮し、1階の通路は回廊式にし
た。消毒滅菌室やレントゲン室などのオペレーション部

分を中央に配置し、それらをユニットが囲む。歯科技工

室のスペースも広く取った。

　窓や扉、壁を極力なくしたのも特徴の一つだ。以前の

建物では、たくさんある大きな窓の掃除が大変だった。ま

た、以前も今も外靴でバリアフリーの院内を歩けるよう

にしているため、掃除がしやすい環境が必要だった。

「移転開業がちょうどコロナ禍だったので、窓が少ない分、

CO2メーターを導入するなど、環境には気をつかいまし

た。以前は全部が個室でしたが、新しい建物では半個室

に。患者さん目線で考えたとき、本当に個室が求められ

ているのだろうかと疑問を感じたんです。『的確に早く治

療すること』と『患者さんの話をしっかり聞くこと』を大切

にすれば、個室の必要はないと気づきました。今の個室

は、オペや静かな環境で治療を受けたい患者さんのため

に用意しています」（井上理事長）

　井上理事長は、すべての治療の根幹に予防歯科があ

ると考えている。予防を重視するようになったのは、大学を

卒業した1998年に、日吉歯科診療所の熊谷崇先生らに

よる「日本ヘルスケア歯科研究会（現日本ヘルスケア歯

科学会）」が立ち上がったことがきっかけだった。

「当時はまだ新しかった予防が歯科の中心にあるという考

え方は、私にとって腑に落ちるものでした。すぐに研究会に

入会し、講演会や書籍で予防の基礎や考え方を学ばせて

いただきました。まだ勤務医でしたし、腰を据えて学ぶほど

のお金はかけられなかったので、メーカーさんの講習会

などの機会を見つけて通っていました。当時、学んだこと

は今も日々の診療の基礎になっています」（井上理事長）

　虫歯の治療も矯正も予防と地続きにある。そう学んだ

井上理事長は、虫歯の治療が終わった患者に「今日で終

わりです」とは言わなかった。「次は治療したところの確

認のために来てください」「着色や歯石を取るために、３

カ月後に来てください」と話しかけた。患者に「予防する」

意識を持たせるより、約束通りに通院を続けるように促

した。予防には継続したケアが欠かせないからだ。

　そうした働きかけに加え、もう一つ、歯科診療所ひまわ

りの患者を増やす要因になったのが、小児歯科への注

力だった。

　予防を徹底するには、幼少期から始めることが重要だ。

とくに歯並びを治す場合、永久歯が揃った中高生になっ

てから歯を抜いて動かすより、乳歯と永久歯が混在する

混合歯列期から床矯正を行うほうが負担が少ない。費

用も安く済む。

「床矯正は勤務医時代からやりたかったんですが、なかな

か難しく、開業して本格的に取り組むことができました。中

高生になってからの矯正は健康な歯を抜かなければなら

ないケースもありますし、費用も高額になります。でも、床

矯正なら体への負担が少なく、費用も抑えられます。そん

な床矯正のメリットが口コミで保護者の間で広まり、お子

さんの通院が増えていきました」（井上理事長）

　現在、歯科診療所ひまわりに通院する患者は、１日160

人ほど。土曜日は190人にもなる。移転後は、働き盛りの成

人も増えているが、多いのは、やはり子どもと高齢の患者だ。

そして、もう一つ特筆すべきことは、歯ブラシや歯磨き剤

など、自宅ケア用品の販売数も全国有数であることだ。井

上理事長らの導きにより、自然な形で予防を継続する患

者が積み重なった結果が、今の患者数や口腔ケア用品

の販売数に表れていると言えるだろう。

　今では仕事だけでなく、体調を気づかったり、悩み事

の相談を受けたり、井上理事長とスタッフの間をつなぐ

潤滑油として欠かせない存在になっている。そして、ホス

ピタリティー精神にあふれる藤井さんだからこそ、実行

できていることがある。

　現在、歯科診療所ひまわりのスタッフ数は、51名。歯科

医師が常勤２名と非常勤４名、歯科衛生士が常勤21名と

非常勤６名、歯科助手が９名、歯科技工士が２名、受付が６

名、事務が１名という大所帯だ。藤井さんは、その全員の昼

食を毎日、院内のキッチンで手作りし、提供しているのだ。

　自炊が始まったのは10年ほど前。藤井さんは、スタッ

フの食事が冷えた弁当だったり、栄養が偏っていたりす

ることが気になっていた。

「医療に関わる人間は、自分が健康でなければいけませ

ん。とくに食生活は健康の基本です。でも、大切な食事

がおざなりになっている。これじゃいけないと思ったんで

す。自分のお弁当作りのついでに、スタッフに分けるおか

ずを増やしていったら、全員分のランチを作るようになっ

ていました」と、藤井さんは笑う。

　スタッフの働きやすさや健康に気を配る藤井さんのアイ

デアが実現しているのは、井上理事長に提案を受け入れ

る柔軟性があることが大きい。昼食の提供も、今は食材費

の一部を医院が出し、スタッフの食費負担を軽減している。

　大量調理が可能なキッチンを備えた今のミーティング

ルームは、ランチタイムになると、バイキング形式の食堂

に早変わりする。スタッフが一堂に集まり、食を共にする

ことが、結束力を高めることにもつながっている。

「以前は、理事長と私の間で意見のぶつかり合いがよく

ありました。理事長は歯科医師や経営者の目線から考え

ますし、私も歯科従事者や従業員の目線で大切にしたい

ことがあります。とくに私はスタッフたちの代弁者のよう

な立場になっていますし……。お互いに胸の内を包み隠

さず話し合えたから、今のような風通しのいいチーム

ワークが築けたのだと思います」（藤井さん）

 

小児の頃から歯を守る
予防を診療の根幹に据え
１日160人の患者を診る 　順調に成長を続ける歯科診療所ひまわりは、医療

法人HIMAWARIとして、津市に「ここあ歯科」という分

院も持っている。ショッピングセンター内にあるモール

型の歯科医院だ。

　そして来年には、名古屋市にもう一つ、分院を作る

計画がある。拡大路線に沿っての分院展開かと思いき

や、狙いは別なところにあった。

「名古屋市に新しく開業を考えているのは、スタッフ確

保のためなんです」と、井上理事長は話す。

　歯科診療所ひまわりがある四日市市は中堅都市だ

が、名古屋市が近いだけに、勤務医も歯科衛生士も

集まりにくいのだという。これまでも積極的に求人を出

し、知人を頼ったり、近隣の歯科衛生士学校にも働き

かけてきたが、思うように集まらない状況が年々、悪化

していた。

「名古屋市の中心地であれば、先生も歯科衛生士も

募集しやすくなります。分院を作ることで、週に何日か

四日市市にも勤務してもらうローテーションが作れる

と考えたのです」（井上理事長）

　この数年、「Ｃ＆Ｃ」で大都市圏以外の歯科医院を取

材すると、人手不足の話を伺うことが増えている。以

前は歯科衛生士が中心だったが、最近は勤務医の不

足も耳にする。歯科医院それぞれが知恵を絞り、人材

確保に奔走しているが、井上理事長の場合は、分院を

作ることで乗り切ろうとしていた。

　そんな苦労もある井上理事長だが、前を向き、患者

とスタッフのために尽力する姿勢は、開業時から変わ

ることがない。患者が困ったときに、いつでも頼れる歯

科医院でありたい、地域の誰もが知っている歯科医院

でありたい、という志は今も熱い。

「歯科医師になるという夢をかなえて四半世紀になり

ました。今、次男が歯科大生なんですが、子どもに継

がせるかというと、分院も合わせると20台以上のユ

ニットを持つ歯科医院の院長を、経験が浅いうちから

任せるのは荷が重いだろう、とも考えてしまいます。将

来の夢まで語るのは欲張りな気もしますが、じつは私、

去年から愛知学院大学歯学部の研究生になったんで

す。患者さんとお顔を合わせる毎日が楽しいですし、頑

張って働いてくれているスタッフたちと力を合わせ、こ

れからも一生をかけ、臨床の現場に立ち、知識と技術

を追求していきたいです」（井上理事長）

医療法人HIMAWARI　歯科診療所ひまわり

理事長  井上 博 先生

三重県四日市市の「歯科診療所ひまわり」は、地域密着の大型歯科医院。
治療も予防と地続きとして考える診療で成長してきた。
その歩みと今後を伺った。
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歯科診療所ひまわり

患者の増加に伴い
現在地に移転新築

駐車場から入りやすい場所に玄関がある 階段と反対方向にスロープ。歯科医院名が道路からも目立つ
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